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ハチの管理作業（太田市）



10 月１日より加入申請が始まった「収入保険」！
今回は県内で加入を希望している方に制度の魅力をききました。

みなかみ町 内海 崇さん（36）
栽培品目　リンゴ

板倉町 田部井 光正さん（65）
栽培品目　水稲　キュウリ

伊勢崎市 田部井 嘉久さん（59）
栽培品目　ゴボウ

高崎市 沢田 和孝さん（60）
栽培品目　 ウメ　ナシ   ブドウ

作物の部会でチラシを
見て知りました。
色々な作物が対象にな
るところが魅力です。

現行制度には無いケガ
や病気などによる収入
減少も補償対象になる
ところが魅力。
果樹共済から乗換えを
予定しています。

災害に遭うと少なくても半
年は失業するので、収入保
険は、キュウリと水稲と両
方が補償されるのでいいと
思いました。

家族労力でやっているので、
体調を崩した事で収入が減 
ってしまっても補填を受け
られるので安心して取り組
めます。
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Ճೖのखଓ͖ʹ͍ͭͯ
੨৭申告ܾࢉॻ౳の੫຿申告ॻྨのࣸしなͲΛఏ出い͖ͨͩ·͢ɻ

　平成２６～２９年までの期間で、連続した年の分を用意してください。
　また、平成３０年分の青色申告決算書も後日（３１年３月ごろ）提出していただきます。

ίϯϓϥΠΞϯε�
ࢪमձ࣮ݚ
　私たちNOSAI 職員は今
まで以上に「個人情報の
正しい取り扱い」が求められます。本年度は「情
報漏洩対策研修～個人情報を適切に取り扱うには
～」と題し、株式会社インフォクリエマネジメン
トの新木啓弘講師に講演いただきました。
　8月 29、30 日と 2日間にかけ全職員を対象に
行った研修を今後の業務に活かしていきたいと思
います。

収入保険特集 ～加入検討者の声～

ऩೖอݥಋೖʹ൐͍ 藤岡市 中嶋 源治さん（70）

栽培品目　イチゴ　キュウリ

地元 JA から収入保険を
紹介してもらいました。
災害があった時の対応
に期待しています。
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　農業災害補償制度は、農業者の減少・高齢化、保険ニーズの多様化等時代の

変化を踏まえ、農業者へのサービスの向上及び効率的な事業執行による農業者

の負担軽減の観点から、抜本的に見直しを行い平成30年 4月より農業保険法

へ変わり、農業者の経営にとってよりよいサポートができる制度となりました。

　また、10月 1日から収入保険制度の加入申込が開始されましたので、ご自

身にあった加入内容を選択し農業経営の安定に役立ててください。

　ご不明な点は最寄りのNOSAI支所へお問い合わせください。

　

家
畜
共
済
の
制
度
改
正
は
、
平
成
31
年
1
月
以
降
の
加
入
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
6
点
で
す
。
※
⑥
は
平
成
32

年
1
月
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

①
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に
分
離

　

死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
が
セ
ッ
ト
加
入
の
た
め
、
加
入
者
が
一
方

の
み
の
補
償
及
び
別
々
の
補
償
割
合
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
死
亡
廃
用
共
済
」
と
「
疾
病
傷
害
共
済
」
に
分
離

さ
れ
、
一
方
の
み
の
補
償
及
び
別
々
の
補
償
割
合
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

②
肥
育
牛
の
共
済
金
支
払
方
法
の
変
更

　

家
畜
の
補
償
金
額
に
つ
い
て
は
、
期
首
引
受
時
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
共
済
金
を
お
支
払
い
し
て
お
り
、
共
済
責
任
期
間
の
途
中
に
死

亡
し
た
場
合
、
資
産
価
値
が
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
増
加
分
が
補
償
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
日
々
資

産
価
値
が
増
加
す
る
肥
育
牛
に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
時
の
価
値
に

応
じ
て
共
済
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
家
畜
の
異
動
通
知
の
変
更

　

家
畜
の
異
動
の
都
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
異
動
通
知
を
し
、
補
償
割
合

が
変
更
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
死
廃
事
故
の
発
生
時
点
の

共
済
金
支
払
額
が
加
入
時
と
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
加
入
者
の
異
動

通
知
に
係
る
事
務
負
担
等
も
踏
ま
え
、
原
則
と
し
て
異
動
通
知
が
廃

止
さ
れ
、
期
首
引
受
時
に
選
択
い
た
だ
い
た
補
償
割
合
が
固
定
に
な

り
ま
す
。（
※
1
）

④
待
期
間
の
取
り
扱
い
一
部
変
更

　

家
畜
の
導
入
後
2
週
間
以
内
に
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
待

期
間
に
よ
り
原
則
と
し
て
共
済
金
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
に
つ
い
て
は
、
共
済
金
の
請
求

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
※
2
）

⑤
牛
白
血
病
の
取
り
扱
い
一
部
変
更

　

加
入
者
か
ら
家
畜
商
が
牛
を
購
入
し
、
と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診

断
さ
れ
た
場
合
（
家
畜
市
場
に
つ
い
て
も
同
様
）
は
、
所
有
権
が
移

転
し
て
い
る
こ
と
か
ら
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
加
入
者
が
家
畜
商
か
ら
売
買
代
金
返
還
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
、
加
入
者
が
損
失
を
被
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
踏
ま
え
、
加
入
者
が
家
畜
商
か
ら
牛
を
購
入
し
、
と
畜
場
で
牛
白

血
病
と
診
断
さ
れ
た
場
合
も
、
共
済
金
の
支
払
対
象
に
な
り
ま
す
。

⑥
疾
病
傷
害
共
済
の
自
己
負
担
変
更

　

病
傷
事
故
の
補
償
に
つ
い
て
、
初
診
料
は
加
入
者
の
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
初
診
料
も
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
り
、
初

診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
に
対
し
て
一
定
の
自
己
負
担
を
設
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
１
	
	
	
期
中
に
お
い
て
、
飼
養
頭
数
が
著

し
く
増
減
す
る
場
合
は
、
異
動
通

知
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
２
	
	
	
導
入
元
よ
り
、
1
週
間
以
内
に
導

入
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

農業災害補償法から農業保 険法へ
～家畜共済編～

Ո
ச
ڞ
ࡁ

Ո
ச
ڞ
ࡁ
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病傷事故と死廃事故分離

家畜の異動通知

肥育牛の共済金支払方法（改正後）

改
正
後

死廃事故と病傷事故は補償割合を別々に選択可

資産価値の
２割～８割の
中で選択

資産価値×地域ごとに設定される
支払限度率（上の例では８%）以下
で設定

【死廃事故】 【病傷事故】

（初診料）
自己負担
10割

共済金 9割※初診料を含む

自己負担 1割※初診料を含む

（初診料以外の診療費）
共済金
10割

補償金額 ８割 32万円
3.2 万円以下
で設定

８万円２割

50万円

60万円 事故発生

評価額

引受時

家畜の資産価値の合計 補償金額 共済価額に対する
共済金の支払割合
（共済金額/共済価額）

４０万円
×

補償割合

共済価額 共済金額 補償割合 共済金（一頭）

期首に策定した年間の
飼育計画（60頭）に基き設定 固定 固定

飼養頭数
の変化

○包括共済の仕組み（改正後）

診療費自己負担額
（改正前）

（改正後）

期末
40頭

期首
50頭

10頭導入

資産価値 40万円

50％ 20万円2400万円 1200万円

20頭出荷

引受時の評価額
ではなく、

事故発生時の評価額
で補償します

家畜の異動の都度の申告は不要

支払額は変動しない

60頭

農業災害補償法から農業保 険法へ
～家畜共済編～
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農
作
物
共
済
（
水
稲･

麦
）
の
制
度
改
正

は
平
成
31
年
産
の
加
入
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
４
点
で
す
。

①
当
然
加
入
制
か
ら
任
意
加
入
制
へ

　

こ
れ
ま
で
は
、
一
定
面
積
以
上
を
作
付
し

て
い
る
場
合
、
農
作
物
共
済
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

31
年
産
か
ら
任
意
加
入
と
な
り
ま
す
。

②
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
新
設

　

こ
れ
ま
で
の
加
入
方
式
に
加
え
て
、
統
計

デ
ー
タ
を
基
に
減
収
量
を
算
出
し
、
一
定
割

合
を
超
え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い
す

る
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」
が
新
設
さ

れ
ま
す
。

③
一
筆
半
損
特
約
の
新
設

　

一
筆
方
式
以
外
の
方
式
に
付
加
で
き
る
特

約
で
、
被
害
ほ
場
の
減
収
量
の
合
計
が
一
定

割
合
に
満
た
な
い
場
合
で
も
、
耕
地
ご
と
で

５
割
を
超
え
る
減
収
量
（
半
損
以
上
）
が
あ

る
場
合
に
、
耕
地
ご
と
に
半
損
被
害
と
し
て

計
算
し
た
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
全
相
殺
方
式
、
半
相

殺
方
式
に
標
準
で
付
加
さ
れ
て
い
た
一
筆
全

損
特
例
が
品
質
方
式
（
水
稲
）、
災
害
収
入
共

済
方
式
（
麦
）、
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
に

も
標
準
で
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
自
動
継
続
特
約
の
新
設

　

加
入
者
か
ら
解
除
の
意
思
表
示
が
な
い
限

り
、
共
済
関
係
の
更
新
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
も
の
と
す
る
特
約
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
作
物
共
済
（
麦
）
で
は
経
営
所
得
安
定

対
策
の
実
施
に
伴
い
、
畑
作
物
の
直
接
支
払

交
付
金（
以
下「
交
付
金
」）の
交
付
を
申
請
し
、

か
つ
交
付
を
受
け
る
者
で
あ
る
場
合
、
交
付

金
を
加
味
し
た
共
済
金
額
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
交
付
金
を
加
味
し
た
共
済
金
額
で

加
入
し
た
場
合
、
交
付
状
況
の
有
無
を
確
認

し
、
最
終
的
に
申
請
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

当
該
麦
に
係
る
加
入
内
容
（
共
済
金
額
）
を

変
更
し
、
本
組
合
か
ら
共
済
掛
金
の
一
部
に

つ
い
て
払
戻
し
を
行
う
と
と
も
に
、
共
済
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
き
は
共
済
金
の
一
部

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
加
入
申
込
時
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
交
付

金
の
申
請
内
容
に
つ
い
て
、
左
記
事
項
に
該

当
し
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

①�

畑
作
物
直
接
支
払
交
付
金
の
申
請
を
取

り
や
め
た
。

　

②�

認
定
農
業
者
の
申
請
を
取
り
や
め
た
。

　

③�

農
業
経
営
改
善
計
画
書
の
期
間
が
終
了

し
た
が
、
再
申
請
を
し
な
か
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
直
接

支
払
交
付
金
に
お
け
る
交
付
申
請
予

定
の
変
更
連
絡
に
つ
い
て

೶
࡞
෺
ڞ
ࡁ

೶
࡞
෺
ڞ
ࡁ

項目 改正前 改正後
加入義務 当然加入 任意加入

加入方式 ―
【新設】
地域インデックス方式

一筆 
半損特約

―

【新設】
半相殺方式、全相殺方式、品質方式
災害収入共済方式、地域インデックス
方式に付加できる特約

一筆 
全損特例

半相殺方式、
全相殺方式

に標準で付与

半相殺方式、全相殺方式、品質方式
災害収入共済方式、地域インデックス
方式に標準で付加

自動継続 
特約

―

【新設】
加入者から解除の意思表示がない限り、
共済関係の更新の申し込みがあったも
のとする特約

農業災害補償法から農 業保険法へ
～農作物共済・園芸施設 共済編～　
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項目 改正前 改正後

補償期間 未被覆期間は補償期間から除外
未被覆期間も補償の対象となり基本的に 1 年間の加入
※始期統一のための短期加入は継続

小損害不
ふ

填
てん

補
ぽ 損害額が 3 万円または 

共済価額の 10 分の 1

次から選択
①損害額が 3 万円または共済価額の 20 分の 1
②損害額が 10 万円
③損害額が 20 万円

国庫負担対象
共済金額の 8 千万円分まで 
掛金の半分を負担

共済金額の 1 億 6 千万円分まで掛金の半分を負担

付保割合 80％から 50％で選択 80％から 40％で選択

自動継続特約 ―
【新設】
加入者から解除の意思表示がない限り、共済関係の更新の
申し込みがあったものとする特約

　

園
芸
施
設
共
済
の
制
度
改
正
は
平
成
31
年

1
月
以
降
の
加
入
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。
主

な
改
正
点
は
次
の
5
点
で
す
。

①
補
償
期
間
に
未
被
覆
期
間
が
追
加

　

未
被
覆
期
間
に
つ
い
て
は
補
償
期
間
か
ら

除
外
し
て
い
ま
し
た
が
、
未
被
覆
期
間
も
補

償
対
象
と
し
て
加
入
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
未

被
覆
期
間
は
被
覆
期
間
に
比
べ
被
害
率
が
低

い
こ
と
か
ら
、
掛
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

②
小
損
害
不ふ

填て
ん

補ぽ

の
基
準
変
更

　

損
害
額
が
3
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の
10

分
の
1
を
超
え
た
際
に
共
済
金
を
お
支
払
い

し
て
い
ま
し
た
が
、
3
万
円
ま
た
は
共
済
価

額
の
20
分
の
1
を
超
え
た
時
か
ら
共
済
金
の

お
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
損
害
額
が

10
万
円
、
20
万
円
を
超
え
た
時
か
ら
も
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
ち
ら
を
選
択
し
た

際
に
は
、
掛
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

③
共
済
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額
の
増
額

　

共
済
掛
金
は
、
共
済
金
額
８
千
万
円
ま
で

を
限
度
に
国
が
半
分
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
限
度
額
が
１
億
６
千
万
円
ま
で
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
に
営
農

を
行
っ
て
い
る
施
設
園
芸
農
家
の
方
も
加
入

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

④
選
択
で
き
る
付
保
割
合
の
追
加

　

80
％
か
ら
50
％
ま
で
の
範
囲
で
選
択
で
き

ま
し
た
が
、
80
％
か
ら
40
％
の
間
で
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤
自
動
継
続
特
約
の
新
設

　

加
入
者
か
ら
解
除
の
意
思
表
示
が
な
い
限

り
、
共
済
関
係
の
更
新
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
も
の
と
す
る
特
約
で
す
。

　

現
在
、
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
制
度

改
正
後
の
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
す
る
場
合

は
、
現
在
の
加
入
を
解
約
し
、
改
正
後
の
園

芸
施
設
共
済
に
加
入
し
直
す
方
法
、
ま
た
は

現
在
の
加
入
期
間
満
了
後
に
改
正
後
の
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
す
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
未
加

入
の
方
は
、
平
成
31
年
1
月
以
降
で
あ
れ
ば

改
正
後
の
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ԃ
ܳ
ࢪ
ઃ
ڞ
ࡁ

農業災害補償法から農 業保険法へ
～農作物共済・園芸施設 共済編～　
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　8月 22日（水）、農業共済会館（前橋市）にて「群馬
県ＮＯＳＡＩ女性の会�総会及び研修会」が開催され、会
員・関係者73名が出席しました。
　総会では、本年度から新会長として小野光枝 (明和町 )
さんが就任したことを報告し（会長の任期は 2年）小野
会長、小林専務理事の挨拶に続いて、県農政部技術支援
課倉澤課長（同課�高橋厚係長代読）の祝辞をいただきま
した。議事では、「群馬県NOSAI 女性の会役員改選につ
いて」並びに「平成 29年度の事業実績報告と今年度の事業計画
案について」説明が行われ、両議案とも可決されました。
　研修会では群馬県金融広報アドバイザー�増田佳宣�講師を招
き、「人生を豊かにするこれからのライフプラン」をテーマとして、
これからの人生をより豊かなものにするために必要な資金や、必
要なものについて講演していただきました。

群馬県ＮＯＳＡＩ女性の会総会・研修会を開催！

研修会講師の増田さん

総会の風景

会長に就任した小野さん

N O S A I通信

　

最
近
、
悪
徳
住
宅
修
理
業
者
が
飛
込
訪
問
し
、「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
の

名
を
出
し
て
修
理
を
勧
誘
す
る
事
例
が
県
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
修
理
業
者
と
提
携
し
て

修
理
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合

は
、
決
し
て
修
理
契
約
を
せ
ず
、
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
支
所
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。 ①�

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
契
約
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
」
と
、

あ
た
か
も
契
約
内
容
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
。

②�

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
加
入
が
あ
る
と
聞
き
出
し
た
後
、「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と

提
携
し
て
調
査
し
て
い
る
の
で
数
年
前
の
雪
害
で
被
害
に
遭
っ
た

箇
所
を
共
済
金
を
使
っ
て
修
理
で
き
る
」
等
と
修
理
の
契
約
を
持

ち
か
け
る
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
修
理
業
者
と

提
携
し
て
修
理
を
勧
誘
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
修
理
業
者
と

ݐ
෺
ڞ
ࡁ

ݐ
෺
ڞ
ࡁ

注意
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保険の準備はできていま
すか？
農業保険制度は、自然災
害などから農畜産物、園
芸施設、建物まで広く補
償します。
万が一に備えて農業保険
制度を活用しましょう！

項
目

概
要
（
主
な
県
内
の
事
故
）

対
処
法

୆෩ɾ๫෩
　

熱
帯
の
海
上
で
発
生
し
た
「
熱
帯
低
気
圧
」
が
発
達
し
て
、
中

心
付
近
の
最
大
風
速
が
お
よ
そ
毎
秒
17m
以
上
に
な
っ
た
も
の
を
台

風
と
呼
び
ま
す
。
２
０
０
７
年
の
台
風
9
号
の
被
害
は
、
特
に
西

毛
地
区
で
多
く
、
安
中
市
	
藤
岡
市
	
神
流
町
	
南
牧
村
で
は
道

路
崩
壊
等
に
よ
り
集
落
が
孤
立
。
特
に
南
牧
村
で
は
、
自
衛
隊
が

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
食
料
	
飲
料
水
の
運
搬
や
道
路
の
応
急
復
旧

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川
の
は
ん
濫
な
ど
の
水
害
が
発
生
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●�

雨
戸
を
閉
め
る
。
雨
戸
が
な
い
窓
は
ガ
ム
テ
ー
プ

を
貼
り
カ
ー
テ
ン
を
引
い
て
お
く
。

●�

物
干
し
竿
や
家
の
周
り
の
飛
び
そ
う
な
も
の
（
植

木
鉢
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
な
ど
は
特
に
注

意
）
は
片
付
け
る
か
固
定
。

●�

排
水
溝
や
雨
ど
い
な
ど
を
掃
除
し
て
、
水
は
け
を

よ
く
す
る
。

ूத߽Ӎ
　

夕
立
の
よ
う
な
激
し
い
雨
が
局
地
的
に
数
時
間
に
わ
た
っ
て
降

り
続
け
る
集
中
豪
雨
は
、
前
線
や
低
気
圧
な
ど
の
影
響
、
地
形
の

効
果
等
に
よ
り
、
狭
い
範
囲
で
発
生
し
ま
す
。
集
中
豪
雨
の
発
生

は
予
測
が
難
し
い
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
外
出
は
控
え
、
気
象
台
か
ら
の
防
災
気

象
情
報
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
速
報
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
を

確
認
し
、
周
囲
の
状
況
や
市
町
村
の
避
難
指
示
（
緊
急
）	
避
難
勧

告
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

車
を
運
転
し
て
い
た
ら
・
・
・

　

●�

低
地
や
交
差
道
路
の
低
い
部
分
（
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
）
が
冠
水
し
て
い
る
時
は
、
水
の
少
な
い
道

を
選
び
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
高
台
へ
移
動
す
る
。

川
で
遊
ん
で
い
た
ら
・
・
・

　

●�

急
な
増
水
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
雨
が
降
っ
て

い
な
く
て
も
、
サ
イ
レ
ン
な
ど
が
聞
こ
え
た
ら

す
み
や
か
に
高
台
へ
避
難
す
る
。

家
の
中
は
・
・

　

●�

家
具
や
貴
重
品
を
２
階
な
ど
へ
移
動
さ
せ
避
難
す
る
。

౔࠭֐ࡂ
　

お
も
に
雨
や
地
震
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
す
る
土
砂
災
害
に
は
、
い
く
つ
か
種
類

が
あ
り
ま
す
。

「
地
す
べ
り
」	
	
	�

滑
り
や
す
い
地
質
の
緩
や
か
な
斜
面
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
地
面

が
動
く
。

「
が
け
崩
れ
」	
	
	�

急
な
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
。

「
土
石
流
」	
	
	�

大
雨
な
ど
に
よ
る
水
と
一
緒
に
土
や
石
が
一
気
に
流
れ
出
る
。

　

群
馬
県
内
で
８
９
６
５
ヶ
所
が
「
危
険
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

雨
が
降
り
出
し
た
ら
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に
注
意
し
、
発
表
さ
れ

た
ら
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
。

●�

避
難
場
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
と
き
は
近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以

上
に
避
難
。
自
宅
の
場
合
は
が
け
か
ら
離
れ
た
部
屋
や
２
階
に
避
難
。

●�
土
砂
の
流
れ
に
対
し
て
直
角
も
し
く
は
垂
直
方
向
へ
逃
げ
る
。

ಥ෩ɾཽר
　

発
達
し
た
積
乱
雲
に
伴
う
竜
巻
や
ダ
ウ
ン
バ
ー
ス
ト
な
ど
の
激

し
い
突
風
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
に
な
る
と
、「
竜
巻
注
意

報
」
が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
観
測
技
術
で
は
竜

巻
を
事
前
に
予
測
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
８
月
下
旬
の
猛
暑
に
伴
い
発
生
し
た
豪
雨
と
と
も
に
突

風
が
発
生
し
、
該
当
地
域
で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
家
屋
へ
の
被

害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

屋
外

　

●�

頑
丈
な
建
物
の
陰
に
入
り
、
身
を
小
さ
く
す
る
。

　

●�

電
柱
や
太
い
樹
木
で
も
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
近
づ
か
な
い
。

屋
内

　

●�

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
離
れ
る
。

　

●�

丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
身
を
小
さ
く
し
て
頭
を
守
る
。

項
目

概
要
（
主
な
県
内
の
事
故
）

熱
帯
の
海
上
で
発
生
し
た
「
熱
帯
低
気
圧
」
が
発
達
し
て
、
中

気
に
な
る
話
題

災害を知って対策しよう!
資料引用　ぐんま防災ハンドブック

　「今年の夏は暑かった・・・」
連日猛暑だった夏が終わり、や
や過ごしやすくなった今だから
こそ災害に対する知識を勉強し
たいと思います。
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ʮແବͷͳ͍೶ۀΛʯ

ʮཙ೶ʹ͖޲߹͏ʯ

　渋川市北橘町で、ネギ、ホウレンソウ、ラディッシュなどを栽培して
いる森田さん。父親が体力的に厳しくなったのを感じ取り、35 歳でサ
ラリーマン生活にピリオドを打ち就農しました。
　収穫や除草などの人手が必要な仕事以外は全て自分でこなす半面、「効
率良く作業を行うために導入したい農機具がたくさんある」と熱く語
る森田さん。
　「今一番欲しい農機具は？」と尋ねると「まずは両親や一緒に働く人

が気持ちよく働けるためのスーパーハウス（休憩スペース）を用意したいね」と爽やかな笑
顔で語ってくれました。

　中之条町で乳牛の飼育に携わっている高津さん。知人の紹介で、７月
末から関牧場で従業員として働き始めました。
　北海道の大学で畜産を学び、卒業後は飼料などを扱う商社で働き始め
ましたが、現場で働きたいという強い気持ちから、牧場で働くことを決
意。
　「酪農は、手を抜かず牛としっかり向き合った分だけ健康状況や乳量
などが変わる。結果が目に見えるため、日々やりがいと責任を感じる仕
事」と高津さんは話します。
　「働き始めてまだ日が浅いが、早く一人前になれるよう日々頑張っていきたい」と笑顔で話し
てくれました。

　桐生市新里町の井田さんは、両親と水稲のほか、主にハウスでナスを
中心に栽培しています。農林大学校を卒業後すぐに就農し、「毎日が勉強
です」と語ります。４人兄弟の末っ子で、小さい頃から父の働く姿を見て、
将来は自分も父のようになりたいと就農を決意しました。
　休みの日は、気分転換を兼ねてドライブに出かけるそうですが、休日
のほとんどが、何かと忙しく家にいることが多いと話す達也さん。
　「就農して４年ですので、勉強し１日でも早く父に追いつけるよう、
いろいろと吸収して、早く一人前になれるよう日々頑張っていきたい」

と語ってくれました。

吾妻郡中之条町
高

た か つ

津 弘
こ う

起
き

さん（28 歳）

ʮ୞ࠓɺษڧதʂʯ

　渋川市北橘町で、ネギ、ホウレンソウ、ラディッシュなどを栽培して
いる森田さん。父親が体力的に厳しくなったのを感じ取り、35 歳でサ

　収穫や除草などの人手が必要な仕事以外は全て自分でこなす半面、「効
渋川市北橘町

森
も り

田
た

 新
し ん

吾
ご

さん（46 歳）

　桐生市新里町の井田さんは、両親と水稲のほか、主にハウスでナスを
中心に栽培しています。農林大学校を卒業後すぐに就農し、「毎日が勉強
です」と語ります。４人兄弟の末っ子で、小さい頃から父の働く姿を見て、
将来は自分も父のようになりたいと就農を決意しました。
　休みの日は、気分転換を兼ねてドライブに出かけるそうですが、休日

と語ってくれました。

桐生市新里町

井
い だ

田 達
た つ

也
や

さん（24 歳）
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耳より情報がまちわ

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
の
お
願
い

～ 

「
な
が
ら
見
守
り
」
の
す
す
め
～

　

子
ど
も
た
ち
が
、
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い�

事
件
事
故
が
、
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
一
般
の
皆
さ
ん
に

子
ど
も
の「
な
が
ら
見
守
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　

犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら

4

4

4

4

、
通
勤
し
な
が
ら

4

4

4

4

、

畑
仕
事
を
し
な
が
ら

4

4

4

4

等
の
普
段
の
生
活
の
中
で

子
ど
も
を
見
守
る
活

動
で
す
。�

　

子
ど
も
は
、
未
来

の
社
会
を
作
っ
て
い

く
大
事
な
宝
で
す
。

地
域
の
み
ん
な
で
安

全
に
育
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ

群
馬
県
警
察
本
部　

生
活
安
全
企
画
課

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

伊勢崎市昭和町
伊勢崎市ブランド化農畜産物　「下

し も

植
う え き

木ネギ」
　伊勢崎市昭和町で農産物の出荷を行なう大島秀文さん。農業法人で農業を学ぶうちに自分
も挑戦してみたいと思い、２年ほど前に就農。現在は露地ナスやハクサイ、ホウレンソウなど
の作付けを行なっています。
　なかでも、下植木ネギは、大島さんが住む殖

うえ

蓮
はす

地区で２００年の間栽培されてきた伝統野
菜。このうち、サイズ３Ｌ以上・平均糖度２０度以上を品質基準としてブランド化したもの
が、「権

ごん

太
だ

夫
ゆう

」と呼ばれ、伊勢崎市のブランド化農畜産物になっています。
下植木ネギは、ＪＡ佐波伊勢崎ファーマーズマーケットからか～ぜなどで１２月に販売され
ており、お歳暮として人気があります。
　「学校給食にも使われている下植木ネギなので、今後は子供たちのために、栽培規模を増や
していきたい」と話してくれました。

・住所／群馬県伊勢崎市田中町 1030-1
・営業時間／
夏季（3月～ 9月）	 午前 9:30~ 午後 6:30	
冬季（10 月～ 2月）	 午前 9:30~ 午後 6:00

・連絡先／ TEL:0270-50-0831　FAX:0270-50-0830
・ URL ／ http://www.ja-sawa.or.jp/farm/directsale_new/directsale_01.html
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「下植木ネギ」希望と明記
のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④�年齢
⑤�電話番号
⑥�収入保険やＮＯＳＡＩ
広報紙についてご意見・
ご感想

平
成
30
年
12
月
14
日

（
金
）（
当
日
必
着
）

前橋市大友町��1-3-12
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材 料

作り方

（オーブントースターの天板1枚分）
◦ ゴボウ�������� 70g
◦ 卵���������� 1 個
◦ 板チョコ��� 2 枚（100g）

① ゴボウは皮付きのまま5 ～ 7mmの角切りにし、トースター

で8 ～ 10分カリカリに焼く。

② ボールに板チョコと無塩バターを入れ600wのレンジで1

分。レンジ後は、溶き卵1個を少しずつ、滑らかになるまで混

ぜ合わせ、ホットケーキミックスをざっくりと混ぜる。

③ 生地にカリカリゴボウ1/2を混ぜ入れ、クッ

キングシートを敷いた天板に流し入れる。上

を平らに整える。

④ 天板全体にアルミホイルを被せ、トースター

で10分。アルミホイルを取って2分。冷まして

から切り分ける。

◦ 無塩バター������ 50g
◦ ホットケーキミックス� 80g

長谷川
恵理子

　夫婦で営む「長谷川農園」では、キュウリやニンジンなどを栽
培している。子供たちに農業や食の大切さを伝える食育活動な
ども行なっている。
　野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフアドバイザー、
フードトレーナー

ゴボウを食べるのは世界でも日本や台湾だけと
言われていたが、日本食ブームの到来でフラン
スでもゴボウが食べられるようになってきたと
言われる。
キク科ゴボウ属で旬は冬と春。食物繊維、糖質、
アルニギン、タンパク質、カリウム、リグニン
を含む。水溶性食物繊維のイヌリンは、便秘解
消や大腸がんの予防、血糖値を下げる作用があ
るといわれる。
ゴボウの風味や栄養素は皮の部分なので、調理
は皮を剥かずにタワシなどで洗い落とす程度で
OK。

レシピひと言アドバイス

発
行
日
　
平
成
30
年
10
月
19
日

群馬県農業共済組合
本　所

〒371-0847　前橋市大友町1-3-12
TEL.027-251-5631　FAX.027-253-7767

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915
西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450
北部グループ
沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600
東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181
家畜診療所
中 央 家 畜 診 療 所 027-251-5631
中部地区家畜診療所 027-283-6456
北部地区家畜診療所 0278-25-3366

　福
ふく だ

田完
かん じ

治さん（６６）は、太田市山之神町で養蜂を営んでいます。気候と蜂と花が
三位一体でつくるハチミツは、花の種類や時期、地域等で風味が違い、色とりどり
の表情をみせます。
　プロポリスの抗菌消毒作用、ローヤルゼリーの身体を修復する能力に代表する
「蜂産品」の様々な能力は、今や健康面だけでなく、美容面でも注目されています。
ハチミツを使う上での注意点を伺うと、福田さんは「国産ハチミツに含まれる酵素
が大切ですので、結晶したハチミツは低温で溶解していただくのが良いでしょう」
と話してくれました。
　福田さんは、東毛養蜂協会の副会長や群馬県養蜂協会の理事を務めていて、ハチ
ミツの素晴らしさを伝えるだけでなく、飼養する群を増やして、野菜農家へのポリ
ネーション（ミツバチによる花粉の交配、ビニールハウスなどで見られる）を勧め
ていくなど、ハチミツ以外にも養蜂家と蜂の活躍の場所を広げていく活動をして
います。

ฤ ू ޙ ه

ʮϋν͸͓ͱͳ͠ ɾ͍ɾɾʯ
　表紙の撮影でお邪魔した福田養蜂場さん。普段遭

遇しているハチとはまったく異なり、とてもおとな

しいハチでした。しかも近くで見るとかわいく見

え、撮影が終わる頃には恐怖心はまったく無くなっ

ていました。

　福田さんが作るハチミツの糖

度は、なんと８０度を超えている

そうです。ご好意により味見させ

ていただきましたが、その濃厚さ

に驚かされました。

ノーサイぐんま 検索
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